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サ ハ(ヤク ー ト) 語の現状と課題
山下宗久
(1) 1 9 9 4年の 小規模な人 口調 査に つ い て
1 9 3年3月 1 5日 のロ シ ア連邦政府 の 決定に従っ て ､ 1 9 9 4年2月 に､ チ ェ チ ェ ン共和 国を
除くロ シ ア連邦全 土で ､ 小 規模な人 口 調 査が実施された｡ サ ハ 共和 国(ヤク - チヤ)北部 の
16のウル - ス では ､ 厳しい 気象条件を考慮して ､ 調査は1 か月 早 めに行なわれ た〔註1〕｡サ ハ
共和 国 で調 査の 対象となっ たの は5 4 9 3 3人 で ､ これ はサ ハ 共 和国 の 全 人 口(約1 0 7. 3万
人)の釣5. 1% に相当する〔註批
こ の 調査 の結果は2静 の小 冊子 にまとめられて いる〔註3〕｡本稿で は ､ そのうちのサ ハ 共 和国
の 言語状況 に関するデ ー タを見て い こうと思うが､ そ の前に ､ サ ハ 共和国の 民族構成比 の 変
化を示しておきたい o
◆サ ハ 共和国の民族構成比(%)
1970年 1979年
サハ 人
ロシア人
ウクライナ人
ベ ロ′レ - シ人
ブリヤ ー ト人
タタ - ･ ル人
エ ヴ ュ ンキ人
エ ヴュ ン人
ユ カギ - ル 人
4 3. 0 36. 9
47. 3 50. 4
3. 1 5. 4
0. 6 0. 8
0. 3 0. 5
1. 2 1. 3
1. 4 1. 4
1. 0 0. 7
1 9 8 9年 19 94年
33. 4 39. 6
50. 3 4 5. 5
7. 1 4. 4
0. 9 0. 5
0. 8 0. 6
1. 6 1. 3
1. 3 3. 5
0. 8 1. 3
0. 1 0. 1 0. 1 0. 1
1 994年 の調査 の結果を､ 1989年に 全国民を対象にして実施された国勢調査 の結果と比
較すると､ サ ハ 人 ､ エ ヴ ュ ンキ人こ エ ヴ ェ ン人 の比 率が上 がっ て い る｡ その 一 方で ､ スラグ系譜
民族､ ブリヤ ー ト人 ､ タタ ー ル 人 の比率が下がっ て いるが､ これ は主 に ､ 鉱 工 業地域からの人
口 の流出によるものだと考えられる〔註4〕o その結果､ サ ハ 人とロ シア人 の 比率 の差が､ 16. .9 %
から5･ 9 %に縮まっ た ｡ 但し､ 19 94年の 数字は ､ 調査 対象とな っ た54 9 3 3人 における民 族
構成比な の で ､ こ のことは考慮しておく必要 があろう｡
で は ､ サ ハ 人 ､ エ ヴ ュ ンキ人 ､ エ ヴ ュ ン人 ､ ユ カギ - ル 人 が何語を自分の 母語と見なして い
るの か ､ 見 て いくことにしよう｡ まず ､ 自分 の 民族語を母 語と見なして いる人 々 の割合(母 語
率)は次の通りである｡
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㊥サ ハ 共 和国における諸言語 の 母語･率(%)
1 9 7 9年 19 8 9年
サ ハ 語
エヴ ェ ンキ語
エヴ ュ ン語
ユ カギ - ル 語
96. 4 95. 1
l l. 0 8. 5
4 4. 1 34. 7
3 9. 7 35. 2
1 9 4年 (都市/ 柿)
9 7. 1 (89. 1/99. 4)
5. 0 (12. 7/ 4. 2)
5 7. 0 (1 5. 8/6 3. 3)
18. 6 (2 2. 6/ 8. 3)〔註5〕
次に､ 1 9 9 4年 の調 査で ､ ロ シア 語あるい はサ ハ 語を母語と見なして いる人 々 の割合は以下
の通りである｡
㊥ ロシア語を母語と見なして いる人 々 の割合
サ ハ 人
エ ヴュ ンキ人
エ ヴ ェ ン人
ユ カギ - ル 人
2. 9 %
4. 2%
8. 0 %
39. 5 %
3. 0 %減 (1989年 の国勢調査との比較)
4. 7%減
2. 7%減
6. 1 %増
㊥サ ハ 語を母語と見なして いる人 々 の割合
エ ヴ ュ ンキ人 9 0. 8 % 臥3%増 (19 8 9年の 国勢調査との比較)
エ ヴ ュ ン人 34. 9% 1 9. 4 %減
ユ カギ - ル人 3 2. 6 % 4. 5%増〔註6〕
1 99 4年の調 査でもサ ハ 語 の母語率は9 5 %以上で ､ エ ヴ ェ ンキ語や ェ ヴ ュ ン語 やユ カギ -
ル 語の 母語率に比 べると､ 大変に高い ｡ しかし､ 1 99 0年に実施された｢民族間の 関係+という
調 査で は ､ サ ハ 語 の母 語率が約9 5 %であっ たにもか かわらず､ サ ハ 語を自由に使い こなせる
サハ 人 の割合は約70 %であっ た〔註7〕凸 この ことから､ サ ハ 語を母 語と見なして いるサ ハ 人がみ
んな､ サ ハ 語を自由に使い こなせるわけで はな いことや ､ サ ハ 語 を自由に使 いこなすことがで
きないサ ハ 人 の 中に､ 自分はサ ハ 人だから母 語はサ ハ 語だと考えて いる人が相当数いること
がわかる｡ 母語 の 定義は必ずしも明確で はなく､ 何語を自分の 母語と見なすの かは､ 多分に
主観によっ て決められて いるのである｡
で は ､ 次に､ サ ハ 人 の 二言 語使用 の状況 を示すデ ー タを見てみることにしよう｡
◆第 二言語としてロ シア語･を自由に使 いこなせるサ ハ 人 の割合(%)
1979年
サ ハ 人全体 55. 1
都市のサ ハ 人 73. 3
村のサ ハ 人 4 9. 6
1 9 89年 1994年
6 5. 0 6 8. 1
7 3. 9 8 0. 1
6 2. 0 64. 6〔註8]
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サ ハ 人 の サ ハ 語とロ シア 語 の 二 言 語使用 能力 軌 都市でも柑 でも ､ 確実に伸びて いるo こ
の 問題 に つ い ては ､ 後 のところでもう少し詳しく述 べ て みた いと思う,a
最後に､ サ ハ 人 ､ エ ヴ ュ ンキ人 ､ エ ヴ ェ ン人 ､ ユ カギ - ル 人 が､ 家庭内や職場で何語を話し
て いるの か ､ 子 どもたちが 学校や幼稚園で 何語で 教育や保 育を受けて いるの かに つ いて 見
てみたいと思う｡
㊥ 家庭内で何語を話して いるか
サハ 語を話して いるサ ハ 人 の割合
エ ヴ ュ ンキ語を話して いるエ ヴ ュ ンキ人 の割合
エ ヴ ュ ン語を話して いる エ ヴ ュ ン人 の割合
㊥職場で 何語を話して いるか
サ ハ 語を話 して いるサ ハ 人 の割合
エ ヴュ ン語を話して いる エ ヴ ュ ン人 の割合
91. 7%
1. 3 %
19. 3%
77
, 6 %
18. 4 %
職場で エ ヴ ュ ンキ語を話して いる エ ヴ土 ンキ人 ､ 職場で ユ カギ - ル 語を話して いる
ユ カギ - ル人 は ､ 調 査対象となっ た人 の 中に は いなかっ た｡
◆学校や幼稚園で何語 で教育や保育を受けて いるか
サ ハ 語 で教育や保育を受けて いるサ ハ 人 の子 どもの 割合
エ ヴ ュ ンキ語 で教育や保育を受けて いるエ ヴ ェ ンキ人 の 子どもの割令
エ ヴュ ン語 で教育や保育を受けて いるエ ヴ ュ ン人 の子 どもの割合
7 6. 1%
0. 8 %
8. 8 %〔註9〕
次回 の 国勢調 査 は1999年 に行なわれるはずだが､ 財政難からそ の実施を危ぶ む声が聞こ
えるo 臼シア連邦内の少 数民族 の言語状況を把握する上 で基礎資料となる国勢調査が､ 予
定通りに実施されることを切 に望む｡
(2) サハ 人 の 二言 語使用 の状況
社会言 語学者 のタチャ ー ナ ･ ア ル グノ ー ワ準博 士 は ､ サ ハ 語とロ シア 語 の 運用 能力 によっ
て ､ サ ハ 人 を次の 三 つ のグル ー プ に分けて いる｡
A ･ ロ シア語よりもサ ハ 語をよく知 っ て いる-⊃ 村に住む低学年 ･ 中学年の 生徒 の大部分と､ 中
高年 の 一 部がこのグ ル ー プに属するo
B･ サ ハ 語もロ シア 語も自由に使 いこなせるo 村に住む ､ 高学年 の生徒の - 部 ､ 中等専門
学校 の生徒 ､ 専門職に就い て いる若者 ､ 指導的地位 にある人 ､ 技術者と､ 都市に住む､
大学生､ 知 識層 ､ 都市に長く住ん でいる付からの移住者がこ のグル ー プに属する｡
C･ サ ハ 語よりもロ シア語をよく知 っ て いるo 都市の子 ども､ 都市の 若者 の 一 部 ､ 都市にずっ
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と住ん で いる中年層 の 一 部がこの グル ー プに属する｡ 〔註10〕
前述したように ､ サ ハ 人 のサ ハ 語とロ シア語 の 二言語使用能力 は確実に伸びて いて ､ 第二
言 語としてロシア語を自由に使いこなせるサ ハ 人 の割合は ､ 19 7 0年には41. 7 %だ った のが ､
19 94年には6畠. 1% にまで増加して いる｡} 1 9 8 9年の 国勢調 査によると､ サ ハ 共和 国 の33の
ウル - ス の 中でサ ハ 人 の 占める割合が最も高いウスチ ･ ア ル ダン ･ウル - ス(9 7. 2%)でも ､ ロ
シア語を自由に使 いこなせるサ ハ 人 の 割合は61. 9% であ っ た〔註11〕｡ このような現象の原因 の
一 つ に､ 学校におけるロ シア語教育の重視を挙げることができようo サ ハ 民族学校における教
育の 変遷をごく大雑把に見てみると､ まず､ 194 6年から､ サ ハ 民族学校の全 学年で毎日 ､ ロ
シア語 の授業が行なわれるようにな った〔註12】｡そして ､ 19 6 3/64年度から､ サ ハ 民族学校 の
6年生以上 では ､ す べ て の授業 ､ とりわけ数学 ､ 物理 ､ 化学､ 製図の授業がロ シア語で行なわ
れ ､ サ ハ 語とサ - 文学は 科目として教えられるようになっ た〔註13)eサ ハ 民族学校 の中には ､ ロ
シア語クラス を設置して いる学校があっ て ､ そこで勉強したサ ハ 人 の生徒は､ す べ て の授業を
ロ シ ア語で受け､ サ ハ 語とサ ハ 文学の授業は 一 度も受けたことがなかっ たのである._J
さて ､ ここで ､ サ ハ 人 の 二言 語使用 の状況を具体的に示 すデ ー タを見てみた いと
､
思う｡
㊥職場で は何語を話して いるか
196 8年 19 85年
サハ 語 8 9. 5 % 50. 5%
ロシア語 1. 3 % 2. 1%
両方とも 4. 6 % 4 7. 4 %
㊥本や新聞や広 告を読むとき､ サ ハ 語とロシア語 ではどちらの方がわかりやす いか
1 9 68年 1 9 85年
サハ 語 6 (). 1% 19. 6%
ロシア 語 4. 6 % 1 5. 7%
両方とも 2 2. 7 % 64. 7%
◆講演や放送を聞くとき､ サ ハ 語とロシア語 ではどちらの方がわかりやすいか
19 68年 19 85年
サ ハ 語 6 9. 6 % 1 7. 9 %
ロシア語 3. 4 % 7. 8 %
両方とも 24. 4 % 74. 3 %〔註14〕
これらのデ ー タから､ 先 のタチャ ー ナ ･ ア ル グノ ー ワが分類した三 つ のグル ー プのうち､ A の
比率が下がり､ BとC の比率が上がっ て いるの がわかる｡
ところで ､ 1 9 89年の 国勢調査によると､ サ ハ 共和 国 の サ ハ 人 の約 13. 0% が共和国首都
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のヤク - ツ ク市に住んで い るが ､ 彼らの言 語状況はどうなっ て い るのだろうか〔註15〕｡ 1970年の
時点 で既 に ､ 市内に住む2 5- 2 9歳の サ ハ 人 のうち､ ロ シア語 が自 由に使 いこなせる人 の割
合は89･ 3 % であ っ た〔註軌 1 986年 の ヤク - ツク市教育局 のデ ー タによると､ 市内に住むサ
ハ 人 の生徒のうち ､ サ ハ 語を自由 に使 いこなせる生徒 の割合はわずか16 %であっ た〔註17〕満
内 の学校 はす べ て ロ シ ア人 向けの ロ シ ア 語使 用学校で ､ サ ハ 民 族学校 はなく､ サ ハ 民族学
校と同じカリキ ュ ラム で授業を行なうクラス が ､ 2校 にだけ設置され て いたことが､ こ のようなサ ハ
語 の衰退を招 いたと言えようo
こ のような状況を変えるために､ 19 8 6/87年度から市内の学校 では ､ 希望者を対 象にサ
ハ 語 の授業が､ 随意科 目もしくはクラブ活動の 形で行なわれ始めた〔註18〕｡ その 後､ サ ハ 民族
学校がなか っ た市内 に ､ 市立サ ハ 民族ギムナ ジウムが開校し､ また ､ 市内の 学校に､ サ ハ 民
族学校と同じカリキ ュ ラム で授業を行なうクラス が増設された〔註1孤
19 9 2年にはカリキ ュ ラム が改訂され ､ サ ハ 民族学校 では ､ サ ハ 文化という新しい 科目が登
場し､ ほ ぼ全 学年でサ ハ 語 サ ハ 文学の 授業時間数が増え､ ロ シ ア語 ･ ロ シア文 学の授業が
削減されたo ロ シア 語使用 学校では ､ 新科 目のサ ハ 語会話とヤク - チャ先住民族文化がカリ
キ ュ ラムに加えられた〔註20〕｡
さらに ､ サ ハ 語 で授業を行なうために ､ 最近 ､ 理科系 の 科目を中心に ､ サ ハ 語 で書か れた
教科書が出版されたo 小学校 の 教科書はオリジナ ル版 ､ 中等学校 の教科書はロ シア語 から
の 翻訳 で ､ 19 98/9 9年度からいくつ か の学校で試験的に使用されて いる〔註21〕o
サ ハ 人 の 二 言語使用 の 状況は ､ 今後どうなっ て いくのだろうか ｡ おそらく､ 先述 の 三 つ の グ
ル ー プのうち ､ Aの比 率は 世代交代 により､ これ からも下 がり続けるだろう｡ その 一 方で ､ ロ シ
ア語中心 の マ ス ･メディア〔註22〕､ ロ シア語 を通して の情報化社会 の到 来と若者に おける欧米文
化の浸 嵐 ヤク - ツク市内 のサ ハ 民族学校 の不 足などによっ て ､ Cの 比率が上がっ て いくと予
想される｡
(3) サ ハ 語 のア ル ファ ベ ット改定をめぐる論議
言語学着で ､
,
語嚢論や言 語接触 ､ サ - 語 の 文語 の 歴 史を研究して いるピョ - トル ･ .ス レプ
ツオフ博 士 はある論文 で ､ 今 日に至るまでサ ハ 語 の術語と正 書法 につ い て審議する委員会
が､ サ ハ 共和 国政府によっ て設 立されて いない ことを､ 厳しく非難して いる〔註23〕o サ ハ の 言語
学者には ､ スタ ー リン時代 の 1 938年に制定された現在の ア ル ファ ベ ットを改定して ､ 新たな正
書法を確立した いと考えて いる人が多い ｡
19 9 8年3月20日付 のサ - 語新聞『サ ハ ･ シ レ(サ ハ の 地)』には ､ サ ハ 語 の新ア ル ファ ベ ッ
トの試案と､ それをテ ー マ にして行なわれた円卓会議で の 言 語学者とジャ ー ナリストの発 言が
掲載されて いるo 新ア ル ファ ベ ットを創案した の は ､ サ ハ 語 の 音声学が専門で ､ ホ ムス(口 琴)
の演奏者として来日 したこともあるイワン ･ アレクセ - エ フ博士 である｡ 新ア ル ファ ベ ットにおけ
る改正 点は ､ 以下 のようにまとめることができる｡
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ロ シア語 からの借用語を書くときに のみ使われる文字 (B, e, e, 3 E, 3,申, 托 叫 恥 も, ち, 拍 , 見)
をア ル ファ ベ ットから削除する｡ これ は ､ サ ハ の子どもたちの中に ､ サ ハ 雷の 単語を書くとき､
これらの 文字を使っ て書く者がいるからである｡7 彼らは､ 例えば ､ Ty P】虐&aJIaP(鶴という意味を
表すTyP yh の複数形) を Typ y_m aP と書い てしまうの であるo
長母音 (a a, 班 , 0 0, 0 0, y y, YY, LI B I, 3 3)と二重母音 (E 3, yO,YO, b r a) をア ルファ ベ ットに加
えるo
現在 ､ 孟 の 文字で表されて いる普には ､ 半母音と硬 口蓋 の鼻音化摩擦音の ､ 二 通りの 発
音があるo そこで ､ 硬 口蓋 の鼻音化摩擦音を表す文字 (j) をア ルファ ベ ットに加えるo ベ -
トリンクやノヴゴ ロ - ドフ のア ル フ ァ ベ ットには ､ こ の音を表す文字が存在し､ ペ カ ー /i,スキイ
の サ ハ 語 ･ ロシア語辞典に は ､ こ の音を含む語が1 5 6語記載されている｡ 今､ こ の 文字を復
活させないと､ 硬 口蓋の鼻音化摩擦音は近 いうちに消滅してしまう可能性が大きい ｡
具格 の接尾醇は ､ サ ハ 人 の 約4分の3が -Ⅱ班a JI(残りの約4分の1 は ･H a H)と発音するの で ､
ⅡE をア ル ファ ベ ットに加える余地がある｡
経済状況が非常に厳しい の で ､ ラテ ン文字 へ の切り替えは 当分の間見送る｡
これに対する反論が ､ 1 9 98年7月2 8日付 の『サ ハ ･ シ レ』紙に掲載された｡ これを書い たの
は ､ サ ハ 教育大学のヴィタ - リイ ･ ア ニ ー シ モ フ教授であるが､ 彼 の意見をまとめると､ 次のよう
になる｡
新聞記事を材料にして ､ ロ シア語からの借用語 の割合を調 べ ると､ 記 事の 内容によっ て ば
らつ きがあり､ 8 - 4 8 % であっ た｡ ロシア語からの借用語を新ア ル ファ ベ ットだけで表記する
の は無理 であるo
他 の言語 では､ 長母音や二 重母音があっ ても､ それらをア ル ファ ベ ットには入れて いない ｡
現在､ ほとんどの サ ハ 人 が､ 硬 口蓋の 鼻音化摩擦音 の代わりに､ 半母音で発音して いる｡
T a丘ax, という語は本来 ､ 益 の文字で示されて いるところを､ 硬 口 蓋の鼻音化摩擦音で発音
すると｢ - ラジカ+､ 半母音で発 音すると｢杖+を意味するが､ た いて い のサ ハ 人は T盛 a x を
同音異義語だと患っ て いる｡ 言語音は時代と共に変化するもの であり､ 硬 口蓋の 鼻音化摩
擦音が消滅する運命にあっ ても､ それ は仕方のない ことであるo
私たちの生活 にとっ てロ シア語 は不可欠 であり､ サ ハ 語がラテ ン文字で表記されるようにな
ると､ ロ シ ア文字以外にラテ ン文 字も覚えなけれ ばならず､ 二 度手間になるD また ､ 外国語
を勉強するときにラテ ン文字が必要だから､ サ ハ 語もラテ ン文字表記 にす べきだという意見
があるが ､ 外国語を専門に勉強するサ ハ 人 の数 は限られて いるし､ 外 国語 の勉強に熱心
な者は ､ サ ハ 語がラテ ン文字表記でなくても､ 外国語 を習得するものだo
19 3 8年に現在の アル フ ァ ベ ットが制定されて60年が過ぎ､ 初等教育におけるア ル ファ ベ ッ
トの指導法も確立して いる｡
私個人 の 意見としては ､ サ ハ 語 を学んだときにア ル フ ァ ベ ットに関して は何の 不都合も感じ
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なか っ たの で ､ ア ル ファ ベ ットを改定する必要 はあまりないと思うo 但し､ 一 般 のサ - の 人 々 が ､
硬 口蓋 の鼻音化摩擦音を保存した いと考えるの なら､jの文字をア ル ファ ベ ットに加 えてもい い
の ではない かr-･ それよりも重 要なことは ､ ロ シ ア語からの 借用 語 の表記であるD 古い 時代にロ
シア語から入 っ た借用 語 ､ 例えばロシア語 の - e6 (パ ンという意味) は ､ 必 ず E 抑 E 3 Ⅲと表
記されるが ､ 比較的新しい時代に 入 っ た借用 語 ､ 例えば EOM滋 CC -(委員会という意味) は ､
ロ シ ア 語 の まま R O - CC - と表 記 され る 場 合と､ 母 音 調 和 を 崩さな い で サ ハ 語 風 に
Ⅹ 弛 血 1ぬ と表記される場合があるので ､ どちらか に萩 - す べ きであろう｡ いずれにしても､
ア ル フ ァ ベ ット改定をめぐる議論が今後 ､ どのように進展するの かを見守っ て いきたいと思う｡
[註釈]
〔1]サ ハ 共和国 は3 3のクル ー ス に区分されて いるが､ ヤク - ツク市 ､ ネリユ ングリ市 ､ ミ ー ル ヌ
イ市は共和 国の直轄市に指定されて いる｡
〔2〕但し､ 調査 の対象 になっ た人 の割合はウル - ス によ っ て ばらつ きがあり､ 割合が最も高か
つ た の はアナ パ ル 民 族ウル - ス で1 8･ 5 %､ 最も低か っ た の はタッ タ ･ウル - ス で2. 2% であ
る｡
〔3〕2冊 の 小冊 子とは 《Oe 五O B B Lle - O r -- o ⅡepeITH CH a C e皿e- 19 9 4ro月& }(月KyT C E,
1 9 5)と ((EI坤opM a=P O r m an 3a -C E a 06 O CEOB - Ⅹ 耶 O ra X M叩 O nePer H C E Ha C en e 湖194
ro月a))(R町 T C R, 1 95)である｡
〔4〕サ ハ 共和 国の 全人 口 は19 8 9年に比 べ て ､ 2万人余り減少した｡
〔5〕但し二1 994年 の調査 の 対象になっ た ユ カギ - ル 人 はわずか4 3人なの で ､ こ の 調査結果
が ユ カギ - ル 人 の言語状況を正確 に伝えて いるとは言い美凱､o
なお ､ サ - 共 和国におけるそ の他の言語 の 母語率は ､ ロ シア 語が9 9･ 8 %､ ウクライナ語が
4 2･ 4 %､ ベ ロ ル ー シ語が32･ 3% ､ ブリヤ ー ト語が6 0･ 0% ､ タタ ー ル 語が5 4･ 70/o であっ た｡
〔6〕サ ハ 語を母語と見なして いるロシア人 の 割合は ､ 1 9 94年 の調査 ではわずか0. 2 % であ っ
たo
〔7〕T･ B･ ApryFO B a･ E3LIROBa& Ⅲ0 皿 -- a B yC n O BH X yEPe -eI - r O CynaPCT B eH HO C Ⅷ
pe crn,6∬ - H Caxa(3IEyT -)I B kH･: Pe crTy6n - aCaxa(REy -)H aP y6e xe X X-Ⅹ氾 B eEO B:
y qerLJTe Ⅱ 聡 rO Cy7taPC T B eI 岱 O CT 耳･ Ho B O C H6叩 CX, I 97, c. 7 6.
また ､ 1 9 0年の 調査で ､ エ ヴ ェ ン語 の 母 語率t3:32･ 40/o ､ - ヴュ ン語を自由に使い こなせ
るエ ヴ ュ ン人 の割合は2 8･ 2 %であ っ たの に対して ､ エ ヴ ュ ンキ語 の 母語率は白. 60/o､ エ ヴ ェ
ンキ蕎を自由に使 いこなせるエ ヴュ ンキ人 の割合 は26･ 6 % であっ た｡
〔8〕第 二 言語としてサ ハ 語を自 由に使 い こなせるロシ ア人 の割合 は ､ 1 9 8 9年 の調 査で は
1･ 4% ､ 19 9 4年 の調査で は1. 5 % であっ た｡
〔9〕1994年 の調 査で は､ サ ハ 共和 国の言 語状況 のほ かにも､ いろい ろなことが明らか になっ
て いるo その 中の いくつ か の デ ー タを､ 1 9 8 9年の 国勢調査 の結果と比較する形 で示 しておく
ことにする｡
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死亡 率: 男性1. 5倍､ 女性1. 3倍
平均寿命: 男性6 2. 5歳 - 5 8. 2歳､ 女性7 1. 5歳 - 7 0. 0歳
1 6歳末清の人 口 の割合: 都市部3 0. 7 %- 2 8. 8%
(出生率の低下が影響して いる)
高齢者(男性60歳以上 ､ 女性5 5歳以上)の割合: 都市部5. 4 %- 7. 8 %
サ ハ 共和 国全体6. 5 %- 8. 5 %
〔10〕T. B. ApryEOB a. 5IRyT C X O-PyC C E O eBP5y3I3hrtm e. 刃EyT C R, 192, c. 67.
〔11〕TaM Xe. C. 5 4.
〔1 2〕TaM Xe. C. 2 9.
〔1 3〕E_ ∩ . X玉野EOB. KaLX BO 3pO 脚 H atP O‡王a 皿 壬耶 O rLrK O ∬y. Ⅲ ar HPec叩6J m Cax a(5IEyT E ,I).
M .
,
1 9 2
,
c
.
14.
生徒 は休憩時間もロシ ア語 で話すことを強 制されたという話をサ ハ 人から聞いたことがあ
る｡
〔14〕T. B. ApryEOBa. BxyT C X O-P yC C E O eRByE 3 hI Ⅶ e. ExyT CE, 1992, c. 56, 63-65.
〔15〕ヤク - ツク市の 民族構成比 は ､ 19 89年の 国勢調査によると､ ロ シア人が6 2. 2 %､ サ ハ
人が2 5. 4% ､ウクライナ人が4. 3 %などとなっ て いる｡
〔16〕T. B. ApryE O B a. 月EyT C E O-PyCC R O eP PyE 3 耶 H e. 5IxylcE, 1 92, c. 53.
〔17〕Ta M X e. C. 75.
〔1 8〕TaLh( Ⅹe. C . 76.
〔19〕しかし､ ヤク - ツク市内 で ､ サ ハ 民族学校と同じカリキ ュ ラムで授業を行なうクラス が設置
されて いる学校は ､ 現在でも､ 全体 の約3分 の1にすぎない ｡ ヤク - ツク市教育局 のある関係
者は｢市立サハ 民族ギムナジウム は人気が高い が､ 校舎は間借りして いる状態である｡ ヤク -
ツク市内に新しいサ ハ 民族学校を建設した い が､ 財政発で それもままならない+と述 べ て い
た｡
なお ､ ヤク - ツク市内の幼稚園のうち､ サ ハ 語 で保育を行なうクラス のある幼稚園は ､ 現在､
全体の4分の1ほどである｡
〔20〕詳しくは ､ 拙稿｢サ ハ 共 和国(ヤク - チヤ)の 教育改革 ⊥ 民族文化の復興を目指して - +
(『窓』第9 6号) を参照の こと｡
〔21〕1 99 2年1 0月 に共和 国最高会議で採択された｢サ ハ 共和 国言語法+の第27条には｢サ
ハ 共和 国民は ､ 保育音譜と教育書静を自由に選択することを保障される+とあり､ この 条項は
1999年1月 1日 から効力を発すると記されて い たが､ この 条項 をサ ハ 常 に関しては遵守する
ために､ サ ハ 語 で書かれた教科書が最近になっ て出版された のだと言えようo
〔2 2〕ヤク + ツタ市内における､ 19 9 8年6月2 2日から7月1 9日まで のサハ 常 によるテレビ放送
の 時間は ､ 新聞の番組欄 のタイトルから判断する限りで は ､ 1日平均約6 6分であっ たと,
〔23〕rI. A. CJIelq OB. OcfIO B 馳 【e rTPO6E e M LI H O B O r O 3T 紅 Ia & 3 もIK O B O鼓rIOJI 町 H K H H3I3btX O B O rO
c TPO q reJn CT B a BPe crw6Jn tR eCa x a(5[EyT m). 《Ha[yK a fI O6pa 3 0 8 aH耳 e}･, 1996, 沌4, c･13I
但し､ 1 9 3年に は ､ ロシア語 ･サ ハ 寮生物学用 語辞典が出版されて いる0
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